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漁
業
復
興
へ
二
つ
の
拠
点

大
き
く
育
て
「
牡
蠣
ノ
里
」

　
〜
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ウ
ェ
ブ
が
進
出

カ
キ
料
理
を
提
供
す
る
「
オ
イ
ス
タ
ー
バ
ー
」
を

全
国
展
開
す
る
東
京
都
中
央
区
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ウ
ェ

ブ
が
大
槌
町
へ
の
進
出
を
決
め
、
10
月
９
日
、
町
と

立
地
協
定
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。「
大
槌

牡か

蠣き

ノ

星
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
加
工
場
と
レ
ス
ト
ラ

ン
を
併
設
し
た
複
合
施
設
を
建
設
し
、
２
０
１
５
年

度
内
の
稼
働
を
め
ざ
し
ま
す
。
業
界
最
大
手
の
進
出

で
、
カ
キ
の
加
工
、
販
売
の
一
大
拠
点
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ウ
ェ
ブ
は
２
０
０
０
年
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
資
本
金
が
６
２
５
０
万
円
で
、
東
京
、
大

阪
、
名
古
屋
、
横
浜
な
ど
に
オ
イ
ス
タ
ー
バ
ー
を
23

店
舗
持
っ
て
い
ま
す
。
２
０
０
６
年
か
ら
２
０
０
７

年
に
か
け
て
流
行
し
た
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
で
大
き
な
打

撃
を
受
け
た
た
め
、
現
在
、
大
槌
産
を
含
め
て
全
国

の
産
地
か
ら
集
め
た
カ
キ
を
、
広
島
県
呉
市
に
造
っ

カ
キ
料
理
店
の
進
出
と
研
究
船
の
母
港

た
カ
キ
の
浄
化
殺
菌
施
設
を
通
し
、
ほ
ぼ
無
菌
に
し

て
出
荷
し
て
い
ま
す
。
ろ
過
し
、
紫
外
線
で
殺
菌
し

た
海
水
に
36
～
48
時
間
浸
し
、
浄
化
さ
せ
、
安
全
性

を
確
保
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
取
扱
量
は
年
間
、

６
０
０
万
個
で
、
直
営
店
で
は
、
生
ガ
キ
の
ほ
か
、

カ
キ
フ
ラ
イ
な
ど
に
加
工
し
、
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
「
大
槌　

牡
蠣
ノ
星
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、大
槌
に
、

広
島
よ
り
も
規
模
が
大
き
く
最
新
鋭
の
施
設
を
造

り
、東
日
本
の
拠
点
に
す
る
計
画
で
す
。「
産
業
」「
雇

用
」「
集
い
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
、
１
０
０
～

１
５
０
席
の
レ
ス
ト
ラ
ン
＆
カ
フ
ェ
、
カ
キ
浄
化
殺

菌
施
設
と
加
工
場
、
子
ど
も
が
遊
べ
る
広
場
な
ど
か

ら
な
る
複
合
施
設
を
め
ざ
し
ま
す
。
施
設
は
安
渡
地

区
の
県
有
地
４
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
に
建
設
さ

れ
、
従
業
員
34
人
は
、
全
員
、
地
元
か
ら
雇
用
す
る

方
針
で
す
。
県
外
か
ら
も
客
を
呼
び
寄
せ
、
年
間
売

上
高
は
約
10
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ウ
ェ
ブ
の
大
槌
進
出
に
は
、
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
で
客
が
激
減
し
、
倒
産
の
危
機
に
あ
っ
た
時

に
、
大
槌
産
の
カ
キ
に
救
わ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ

漁
業
復
興
へ
向
け
て
二
つ
の
拠
点
が
町
に
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
カ
キ
料
理
の
「
オ
イ
ス
タ
ー
バ

ー
」
を
全
国
展
開
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ウ
ェ
ブ
の
進
出
が
決
ま
り
、
三
陸
沿
岸
の
海
洋
環
境
を
調
査
す
る
学
術

研
究
船
の
母
港
に
な
り
ま
し
た
。
漁
業
は
町
の
産
業
の
柱
。
関
係
者
は
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

作
で
海
底
の
様
子
を
撮
影
し
、
地
質
調
査
の
た
め
の

サ
ン
プ
ル
を
採
取
す
る
無
人
探
査
機
を
搭
載
で
き
ま

す
。東

北
マ
リ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
拠
点
形
成
事
業
は
、
東

北
大
が
代
表
機
関
、
東
京
大
大
気
海
洋
研
究
所
と
海

洋
研
究
開
発
機
構
が
副
代
表
機
関
で
す
。
新
青
丸
の

母
港
に
は
、
そ
の
東
京
大
大
気
海
洋
研
究
所
が
あ
る

大
槌
町
に
決
ま
り
ま
し
た
。
大
槌
漁
港
は
復
旧
工
事

の
た
め
に
接
岸
で
き
ず
、
岩
手
県
が
今
後
、
接
岸
で

き
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。

お
披
露
目
式
で
は
、
海
洋
研
究
開
発
機
構
の
平
朝

彦
理
事
長
が
「
変
化
し
た
生
態
系
を
理
解
し
て
、
漁

業
復
興
の
お
役
に
た
ち
た
い
。
末
長
く
愛
さ
れ
る
こ

と
を
願
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
大
槌
町
の
碇
川
豊
町

長
は
「
国
際
海
洋
研
究
都
市
を
築
き
、
交
流
人
口
を

拡
大
さ
せ
た
い
」
と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

り
ま
す
。
盛
岡
市
出
身
の
社
長
の
吉
田
琇ひ

で

則の
り

さ
ん
は

「
カ
キ
の
代
金
の
支
払
い
を
待
っ
て
も
ら
っ
て
助
け

ら
れ
た
。
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。『
大

槌

牡
蠣
ノ
星
』を
日
本
一
の
ブ
ラ
ン
ド
に
し
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

新
お
お
つ
ち
漁
協
組
合
長
代
行
の
阿
部
力
さ
ん
は

「
生
産
者
と
し
て
、
い
い
カ
キ
を
提
供
し
、
信
用
を

得
る
よ
う
努
力
し
た
い
。
指
導
い
た
だ
き
、
消
費
者

が
望
む
カ
キ
を
作
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
碇

川
豊
町
長
は
立
地
協
定
書
を
調
印
し
た
後
、「『
大
槌

牡
蠣
ノ
星
』
が
世
界
に
羽
ば
た
き
、
大
槌
の
水
産

業
を
牽
引
す
る
素
晴
ら
し
い
事
業
に
育
っ
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。　
　

三
陸
の
海
の
復
興
へ
研
究
船

　
〜
大
槌
母
港
の
「
新
青
丸
」

　

震
災
で
激
変
し
た
三
陸
沿
岸
の
生
態
系
を
調
査
す

る
た
め
に
建
造
さ
れ
た
「
新し

ん

青せ
い

丸ま
る

」
の
お
披
露
目
式

が
、
10
月
４
日
、
母
港
の
大
槌
漁
港
で
あ
り
ま
し
た
。

科
学
技
術
の
粋
を
凝
ら
し
た
最
新
鋭
の
学
術
研
究
船

で
、沿
岸
漁
業
の
復
興
支
援
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
青
丸
は
独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構

が
、
老
朽
化
に
伴
っ
て
退
役
し
た
淡
青
丸
の
後
継
船

と
し
て
建
造
し
ま
し
た
。
震
災
後
の
三
陸
沿
岸
の
海

洋
環
境
を
研
究
す
る
文
科
省
の
東
北
マ
リ
ン
サ
イ
エ

ン
ス
拠
点
形
成
事
業
推
進
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

新
青
丸
は
全
長
66
メ
ー
ト
ル
、
幅
13
メ
ー
ト
ル
、

１
６
２
９
ト
ン
、
航
海
速
力
13
・
２
ノ
ッ
ト
で
、
建

造
費
は
約
１
１
０
億
円
。
３
６
０
度
回
転
で
き
る
自

動
定
点
保
持
装
置
や
、
音
波
を
使
っ
て
海
底
の
地
形

を
測
定
す
る
装
置
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
遠
隔
操

「牡蠣ノ星」プロジェクトのポスター

船体には母港の「大槌」の名が記されています

大槌湾に停泊する「新青丸」＝ 10 月 4 日 立地協定書に調印したヒューマンウェブの吉田琇則社長（右）と碇川豊大槌町長（左）
＝ 10 月 9 日、大槌町役場


